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音声の有無と感情表出の強度が感情認知に与える影響

問 題

日 常 生 活 にお い て, 他 者 の 感 情 を 推 察し 会 話 を 行うな

ど のコミュニ ケ ーション は 誰しもが 行っ てい る。し かし 片 目手

の 感 情 をうまく汲 み 取 れ ず にトラブ ル に なるケ ー スも少 な

くない｡ より円 滑な 対 人 コミュニケ ーション を行うため には ，

相 手 の 感 情 をうまく推 察 することが 必 要 で あ ると考 えられ

る。

対 人 場 面 にお けるコミュニケ ーションの 手 段 は 数 多 くあ

るが ，主 に2 種 類 に 大 別 す ることが できる。1つ は 言 語 内 容

を主 とするバ ーバ ル コミュニ ケ ーション(以 下, VC), そして

もう1つ は 言 語 内 容 以 外 の 表 情 やしぐ さ, 視 線 などを 用 い

たノンバ ー バ ル コミュニ ケ ー ション(以 下, NVCl) で ある。

これ まで, 他 者 の感 情 認 知 につ い てＶＣにつ い てもNVC

に つ い ても数 多くの 研 究 がなされて きた。しかし, そ の 多く

はＶＣとＮＶＣを単 一 のモダリティとし て扱 い, 独 立 に検 討し

てい る。つ まり，ＶＣとＮＶＣの 関連 に 注 目し た検 討 は 僅 少

である｡ た だし 近 年, ＶＣとＮＶＣの2 つ を取り扱っ た研 究 に

も注 目 が 集 まるようになり，そ の多 くはＶＣとＮＶＣが 対 人 コ

ミュニ ケ ーション にお い てどの ように機 能して いるか に 焦 点

があてられ たもの である。

対 人コミュニ ケー ション, 特 に他 者 の 感 情 認 知 にお いて

ＶＣとＮＶＣの ど ちらが 優 位 に 機 能し てい るか に つ い て は

Mehrabian  (1968) の 有 名 な 研 究 か おる｡ この 研 究 で は ，

メッセ ージ 全 体 の 印 象 を100 ％とし た場 合 に 言 語 の 内 容 が

占 め る割 合 は7 ％, 音 声 と音 質 の 占 める割 合 は38%, 表 情

としぐさが 占 める割 合 は55 ％とい う法 則 か おるとし てい る。

これ は, 対 人コミュニ ケーション にお い て, ＶＣよりもＮＶＣが

印 象 形 成, つ まり他 者 の 感 情 認 知 に 機 能してい ると考 える

ことが できるもので ある。

こ れ に 対し て近 年 の 研 究 で は, ＶＣが他 者 の感 情 認 知

に お い てＮＶＣよりも 重 要 で あ ることを 示 唆し た 研 究もあ

る｡ de Gelder ＆ Ｖｒｏｏｍｅｎ(2000) は｢ 喜 び｣ と｢悲し み｣ の

2 種 類 の 感 情 を示 す 音 声 を 用 い て 検 討 を 行 って い る。de

Gelder  &  Vroomen  (2000) の研 究で は, 音 声 が 無い 場 合

に お い て は 表 情 画 像 が｢ 喜 び｣ を示 す 場 合 は 喜 び が 選 択

され ，｢悲 しみ｣ 表 情 画 像 を示 す 場 合 は 悲し み が 多く選 択

され てい た｡ これ は, 表 情とい うＮＶＣから正 確 に感 情 が 認

知 され てい たことが 示 され て い る。しかし ，｢喜 び｣ 表 情 画

像 と｢悲し み｣ の 音 声 とい う表 情 と音 声 の 感 情 価 が一 致しな

い 場 合 で は ，喜 び で は なく悲し み が 多く選 択され てい た 。

逆 の｢ 悲し み｣ 表 情 画 像 と｢喜 び｣ 音 声とい う場 合 で あっ て

も同 様 に 悲し みで はなく喜 び が多 く選 択 されて おり，ここ

か ら他 者 の感 情 認 知 の 判 断 に は 音 声 の 影 響 を優 位 に 受
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けることが示 され た。

この 音 声 が 感 情 認 知 にお い て 優 位 に 機 能して いるとい

う結 果 は, Sekiyama  &  Tohkura  (1991) が 指 摘 するように

日本 人 は音 声 知 覚 にお い て視 覚 情 報 の 影 響 が 弱 いとい う

知 見 と一 致 す るも のである｡ そ れ は 文 化 的 規 則 による影 響

が 考えられ ，日本 人 は感 情 をその まま表 出 することより,感

情 をで きるだけ 抑 えて 表 出 す るような 表 示 規 則 に基 づ い て

日 常 生 活を 営 ん でい ることが 考 えられて いるた め, 身 体 表

出より音 声 に 依 存 性 が 高 い とい う結 果 に 結 び つ くことが 考

えられる。

本 研 究 の 目 的 と仮 説

de Gelder ＆ Ｖｒｏｏｍｅｎ(2000) の 研 究 で は, vc( 音 声)

とＮＶＣとが 異 な る感 情 を 表 出し てい る場 合 に ＶＣ(音 声)

がＮＶＣより優 位 に認 知 され ることを示し てい る｡ ただし, こ

の 結 果 は 他 者 の感 情 認 知 にお い てＮＶＣが 果 たす 役 割 が

ＶＣよりも小 さいことを 意 味 するわ けで は ない｡ こ のことを 確

か めるた め に本 研 究 で は, 他 者 が 充 分 に感 情 表 出して い

れ ば, 音 声 が なくても 音 声 が ある時 と同 程 度 他 者 の 感 情

を 正 確 に 認 知 できることを 確 か め る｡ な お ，先 に示し た先

行 研 究 の 多くで は 静 止 画 が用 いられ てい たた め ，本 研 究

で はより 日常 に 即した 感 情 認 知 につ い て の 検 討 を 行 うた

め に 呈 示 刺 激 として 静 止 画 で はなく勣 画 像 を 用 いること

とし た。具 体 的 に は ，音 声 を 消した 無 音 声 の 映 像 か 音 声

が加 味され た映 像を 呈 示 す るか の 操 作 を行 うこととし た｡ ま

た, ある感 情 につ いて の発 話 場 面 にお い て, 感 情 を抑 え

た 場 合 と感 情 を強く表 出し た場 合 の 映 像を 呈 示 す るという

操 作 を行うこととした。

以 上 の 点 を踏 まえ たうえ で ，本 研 究で は3 つ の 仮 説 を

設 定し た。まず, 他 者 の 感 情 を正 確 に 認 知 す る上 で 音 声

(ＶＣ)が 重 要 な 役 割 を果 たしてい ることは 自明 であり，音 声

が無 い 場 合よりも音 声 があ る場 合 により感 情 を正 確 に認 知

す ることがで きることが 考 え られ る( 仮 説1) 。また, 感 情 を

抑 え た 場 合 よりも感 情 を 強く表 出し た 場 合 にお い て, より

正 確 に 感 情 を認 知 することができることが 考 えられ る(仮 説

2) 。そして 感 情 を抑 え た 場 合 に は 音 声 かおる方 が ない 場

合よりも正 確 に感 情を認 知 す ることが できるが, 感 情を 強く

表 出し た場 合 に は 音 声 がな い 場 合 札音 声 かおる場 合と同

程 度 正 確 に感 情 を認 知 す ることがで きる( 仮 説3) と考 えら

れる。

方法

実験参加者

帝塚山大学心理学部に在籍する大学生40名(男性16
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名 ，女 性24 名 ，平 均 年 齢20.68 歳,  5/) =  0.69歳)を対 象 に

行っ た。

実 験 実 施 時 期

2013 年10 月 ～11 月 に 実 験 調 査 を 実施し た。

条 件 設 定

本 研 究 で は ，以 下 の条 件 を 設 定し た｡ ま ず, 感 情 表 出

の 程 度 につ い て, 映 像 内 で 感 情 表 出を行 う被 写 体 に 対し

て, 感 情 を抑 え るよう教 示した 条 件( 感 情 表 出 弱 条 件)と感

情 を 強く表 出 するよう教 示し た条 件(感 情 表 出 強 条 件)を設

定し,2 つ の 映 像 を作 成した｡ そして,2 つ の 映 像 につ いて

音 声 を 消した 条 件( 音 声 無し 条 件)と音 声 が 聞こえる条 件

(音 声 有り条 件)を設 定し,1 つ の 感 情 場 面 につ いて 合 計4

つ の 刺 激 映 像を 作 成した。

刺 激 映 像

本 研 究 にお ける刺 激 映 像 とし て ，日 常 で 発 生し た怒 り

の 感 情 を 表 出 する 場 面(怒 り感 情 場 面)と喜 び の 感 情 を 表

出 す る場 面(喜 び 感 情 場 面)の2 場 面 につ いてビデ オカメラ

(ＳＯＮＹ ＣＸ４３０Ｖ)を 用 い て 作 成し た。日 常 で 発 生した 怒

りと喜 び に つ い て のシ ナリオ は ，より感 情 が 生 起され や す

いように 被 写 体 が 実 際 に 体 験し た事 柄 に つ い て の 場 面 を

思 い 出し てもらい, 撮 影 を 行っ た｡ 映 像 の 作 成 にお い て ，

被 写 体 には 正 面 を向 い て 座っ た 姿 勢 で, 全 身 のノン バ ー

バ ル 表 出 を 撮 影 す るた め に 頭 から足 まで の 全 身 が 映ろよ

うに 撮 影 を行 っ た｡ Figure  1に 怒 りと喜 び そ れ ぞ れ の 撮 影

した 映 像 の1 コマを 示 す｡ 刺 激 映 像の 被 写 体 に つ いて は ，

演 劇 部 に所 属 す る女 子 大 学 生1 名 を 選 定した｡ 各 条 件 に

つ い て 映 像 は 約30 秒 とした｡ 各 映 像 につ い て, 感 情 が 生

Figure  1評定に用いた喜び映像(左)と

怒り映像(右)の1コマ

起されているかの程度については，実験者を含めた指導

教員と学生の3名によって判断した。

手続き

調査は計8パターンある映像をＡからＤまでの4グルー

プに分け，1グループにつき10名ずつランダムに振り分け

2パターンずつ行った(Table  1参照)｡ 評定はＤＶＤプレイ

ヤー(Panasonic NV-VP31) を使用し,29 インチ型テレビ

(ＳＯＮＹ KV-29GS31) で映像を呈示した。

まず実験者は参加者に本調査がノンバーバルコミュニ

ケーションと感情の関係性についての実験調査であるとい

う旨を伝え, 調査用紙の配布を行った｡ 次に映像の説明と

して，こ れから呈示する映像は最近日常生活で起きた出

来事について, 何かあれば教えてください｣という質問に

対する回答インタビュー映像であると伝えた。なお，映像

の説明の際, 具体的にどのような感情の映像であるかとい

うことは伏せて行った｡また, 音声無し条件の映像を参加

者に見せる前には，こ れから呈示する映像は音声が無い

状態で見せるため，映像のみで感情の推察を行ってくだ

さい。｣という旨を伝えた。各条件の映像視聴後，映像の

被写体がどのような感情であったかについて6感情(喜び･

怒り･悲しみ･嫌悪･驚き･恐怖)を表す形容詞3つずつの18

項目を4件法(1.全くあてはまらない～4.とてもあてはまる)

で回答を求めた｡ 本研究では, 感情認知評定として刺激

映像の被写体がどのような感情であったかについて，1つ

の感情を当てはめる強制選択法ではなく6感情それぞれ

がどの程度当てはまるかを量的に評定させる視覚的評価

法を用いた｡ 視覚的評価法を用いた理由として，強制選

択法では感情認知評定を単一のものとしか捉えられない

と考えられる｡そのため, 視覚的評価法を用いることで, 音

声の有無と感情表出の強弱がどの程度感情認知に影響

を与えられるかについて,より緻密な検討が可能であるこ

と考えられる。

結 果

6感情の3項目それぞれの合計点を感情認知得点(レン

ジ3～12)とした。

音声の有無と感情表出の強弱 が感 情認知 の正確さ

に与える影響について検討を行うために2 種類(喜び･

怒り)の感 情映像ごとに，6つの感情認知得点のそれぞ

れについて音声の有無×感情表出強弱の2要因分散分

析を行った(Table2 参照)｡ その結果, 喜び映像における

音声の有無について恐怖感 情のみ有意な主効果が見

Table  1 各グループにおける条件の割り振り

Aグループ Bグループ Ｃグループ Dグループ

第1施行 音声有り･喜び･強 音声有り･怒り･強 音声有り･怒り･弱 音声有り･喜び･弱

第2施行 音声無し･怒り･弱 音声無し･喜び･弱 音声無し･喜び･強 音声無し･怒り･強
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られ た(F(l,  36)=4.45,  p<｡05) 。つ まり，喜 び 映 像 に お い

て恐 怖 感 情 の 認 知 得 点 は 音 声 無し(M=3.40) より音 声 有

り(Af=3.95) の 方 が 有 意 に 高 かっ た。喜 び 感 情 に加 えて

怒 り，嫌 悪 ，驚 き ，悲し み 感 情 に つ い て は 音 声 の 有 無 の

有 意 な 主 効 果 は 認 め られな かっ た(喜 び: バ1,  36)=0.45,

n.s. ；怒り:Hi,  36)=1.00,  n.s. ; 嫌 悪:Hi,  36)=0.66, 夕2.ｓ.

；驚 き:Hi,  36)=0.51,  n.s. ; 悲し み:Hi,  36)=3.07,  n.s.

)。喜 び 映 像 に お け る感 情 表 出 の 強 弱 につ い て は ，喜 び

感 情 と驚 き感 情 に 有 意 な 主 効 果 が み られ た( 喜 び:Hi,

36)=10.08,  p<｡01 ； 驚 き:Hi,  36)=5.64,  p<｡05)｡ つ まり，

喜 び 感 情(弱:M=10.75, 強: が=11.50) と驚 き感 情( 弱:

が=4.15, 強:が=5.15) のど ちらも感 情 表 出 弱 より感 情 表

出 強 の 方 が 感 情 認 知 得 点 が 有 意 に 高 か った 。そ の 他 の

怒 り，悲 し み ，嫌 悪 ，恐 怖 感 情 に つ い て は 感 情 表 出 の

強 弱 に つ い て 有 意 な 主 効 果 は 認 め られ な か っ た(怒 り:

Hi,  36)=1.00,  n.s. ; 悲し み:Hi,  36)=0.34,  n.s. ; 嫌 悪:

F(l,  36)=0.73,  n.s. ; 恐 怖:Hi,  36)=0.92,  n.s.)｡また, 喜

び 映 像 に お い て は ど の感 情 に つ い ても 音 声 の 有 無 と感

情 表 出 強 弱 の 有 意 な 交 互 作 用 効 果 は 見られ なかっ た(喜

び:Hi,  36)=1.12,  n.s. ; 怒り:Hi,  36)=1.00,  n.s. ; 嫌 悪:

Hi,  36)=0.66, 夕2.ｓ.；驚 き:Hi,  36)=0.23,  n.s. ;恐 怖: 苡1 ，

36)=0.92, 夕2.ｓ.；悲しみ:Hi,  36)=0.34, 夕2.ｓ.)。

怒 り映 像 に つ い ても 同 様 に2 要 因 分 散 分 析 を行 っ た

(Table  3参 照)。そ の 結 果 ，音 声 の 有 無 に つ い て 怒 り感
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情 と悲し み 感 情 に 有 意 な 主 効 果 が み られ た(怒 り:バ1 ，

36)=18.41,  p<｡001 ； 悲し み:Kl,  36)=10.40,  p<｡01) 。

つ まり，怒 り感 情 に お い て 音 声 無 し 固｢=9.25｣ より音 声 有

り(M=11.15) の方 が 有 意 に 感 情 認 知 得 点 が 高 かっ た。ま

た，悲し み 感 情 に つ い て は 音 声 有 り(ル/=5.10) より音 声 無

し(M=7.20) の 方 が 感 情 認 知 得 点 が 有 意 に 高 かっ た｡ そ の

他 の 感 情 の 喜 び, 嫌 悪, 驚 き, 恐 怖 感 情 につ い て は 有 意

な 主 効 果 が 見られな かった(喜 び:Hi,  36)=2.17,  n.s. ;嫌

悪:Hi,  36)=2.53, 夕2.Ｓ.；驚 き:Hi,  36)=1.08,  n.s. ; 恐 怖

Hi,  36)=0.83,  n.s.)｡怒 り映 像 にお ける感 情 表 出 の 強 度

に つ い て は ，怒 り感 情, 嫌 悪 感 情, 喜 び 感 情 につ い て 有

意 な 主 効 果 が みられ た(怒 り:Hi,  36)=13.05, 夕＜｡01 ； 嫌

悪:Hi,  36)=4.19,  p<｡05 ；喜 び:Hi,  36)=7.76, 夕＜｡01)。

つ まり，怒り感 情(弱:M=9.40 ， 強:M=11.00) と嫌 悪 感 情

(弱:が=8.80  , 強:が ＝9.70)の2 つ の 感 情 につ い て は 感 情

表 出 弱 より感 情 表 出 強 の 方 が 有 意 に感 情 認 知 得 点 が 高

かっ た｡ 喜 び 感 情 につ い て は, 感 情 表 出 強 条 件(M=3.05)

より感 情 表 出 弱 条 件(M=3.90) の方 が 感 情 認 知 得 点 が有

意 に 高 かっ た。そ の 他 の 感 情 の 悲し み ，驚 き，恐 怖 感 情

につ い て は 感 情 表 出 強 弱 の 有 意 な主 効 果 は 認 められ な

かっ た(悲し み:Hi,  36)=2.36,  n.s.) ; 驚き:Hi,  36)=0.78,

夕>LS. ；恐 怖:Hi,  36)=0.83,  n.s.)｡怒 り映 像 にお ける音 声 の

有 無と感 情 表 出 強 弱 の 交 互 作 用 に つ い ては 怒り感 情と恐

怖 感 情 の み 有 意 な 交 互 作 用 効 果 が 認 め られ た(怒 り:(FX l,

Table2 喜び場面における感情認知得点の平均値と標準偏差

感情表出

音声

怒り

喜び

強　　　　　　　　　 弱

有　　　　　 無　　　　　 有　　　　　 無

訂(SD)  M  (SD)  Aﾚ ｸﾞ(SD)  Aﾚ ｸﾞ （Ｊ ）

3.00 （0.00）3.10 （0.32）3.00 （0.00）3.00 （0.00）

11.40  (0.97) 11.60 (0.84) 10.90  (0.32) 10.60  (0.70)

恐怖　3.70  (0.95) 3.40  (0.70) 4.20  (0.79) 3.40  (0.70)

悲しみ　　3.00  (0.00) 3.10  (0.32) 3.00  (0.00) 3.20  (0.42)

嫌悪　　3.30  (0.67) 3.30  (0.67) 3.50  (0.53) 3.20  (0.42)

驚き　　5.40  (1.71) 4.90  (1.45) 4.20  (1.23) 4.10  (0.74)

注月直太字下線のものは5% 水準で有意

主効果

音声　 表出

夕一
1.00

0.05

4.45-
3.07

0.66

0.51

Ｆ

感情表出

音声

Table  3 怒り場面における感情認知得点の平均値と標準偏差

強

有　　　　　無　　　　　有

M  (S ∂) M  (S ∂）/ﾚﾌ （Ｓ∂）

弱

怒り　　11.40  (0.70) 10.60  (1.43) 10.90 (1.10)

喜び　　3.00  (0.00) 3.10  (0.32) 3.50  (1.58)

恐怖　5.10  (1.45) 4.50  (1.08) 4.50  (1.65)

悲しみ　　5.00  (0.82) 6.30  (1.64) 5.20  (2.70)

嫌悪　　9.90  (1.37) 9.50  (1.08) 9.90  (0.95)

驚き　　6.00  (1.63) 7.00  (2.83) 5.80  (1.62)

無

M  (S ∂）

7.90 (2.02)

4.30 (1.06)

6.00 (1.94)

8.10 (2.51)

8.30 (1.95)

6.10 (1.52)

注絹直太字下線のものは5% 水準で有意

1｡00

10.08-
0.92

0.56

0.07

5.64-

主効果

音声　 表出

F　　　F

18.41　13.05
一 一
2.17　7.76

-
0.83　　0.83

10.40　2.36
-
2.53　4.19

-
1.08　0.78

音×表出

夕
一

1.00

1.12

0.92

0.56

0.66

0.23

音×表出

夕一
6.17
-
1.32

4.52-
1.51

0.47

0.31
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強条件

＊ ＊＊

・ 音声有り

口音声無し

弱条件　　　***p<.  001

Figure2 怒り感情場面における音声×感情表出の交互作用効果

36)=6.17,  p<｡oi); 恐 怖:(Ftl,  36)=4.52,  p<｡05)｡ 有 意な

交 互 作 用 効 果 が みられ た怒 り感 情と恐 怖 感 情 に つい て 単

純 主 効 果 検 定を 行っ た結 果, 怒り感 情 にお い て 感 情 表 出

強 条 件 に つ い て は 有 意 な 単 純 主 効 果 は 見られ な か った

が(音 声 無 し:M=10.60  , 音 声 有 り:M=11.40), 感 情 表 出

強 条 件 につ い て 有 意 な 単 純 主 効 果 が みられ, 音 声 無 し条

件(M=  7.90)より音 声 有り条 件(肥＝10.90) の方 が 感 情 認 知

得 点 が 有 意 に 高 かっ た(Figure2 参 照)｡ 恐 怖 感 情 に お い

て は, 感 情 表 出 強 条 件 につ い て 有 意 な 単 純 主 効 果 は み

られ なかっ た が(音 声 無し:が=4.50  ,音 声 有り:が=5.10),

感 情 表 出 弱 条 件 に つ い て は 有 意 な 単 純 主 効 果 が みら

れ, 音 声 有り条 件(ﾉぼ=4.50) より，音 声 無し 条 件(M=6.00)

の 方 が 感 情 認 知 得 点 が 有 意 に 高か った｡ その 他 の 喜 び ，

悲し み, 嫌 悪, 驚 き感 情 につ い て は 有 意 な 交 互 作 用 効 果

は 認 め られな かっ た(喜 び: バ1,  36)=1.32,  n.s. ; 悲し み:

F(l,  36)=  1.51。2.ｓ.；嫌 悪:Kl,  36)=0.47, ・.ｓ.；驚 き:Ｆ(1 ，

36)=0.31,  n.s.)。

考 察

仮説1 の検討

音声が無い場合より音声かおる場合の方が感情はより

認知されるだろうという仮説について検討を行った結果，

怒り場面における怒り感情については音声が無い場合よ

り音声かおる場合の方が感情認知得点が有意に高く,怒

り感情がより認知されていたという結果が得られた｡しか

し, 喜び場面においては喜び感情認知得点は音声の有

無に関わらず高い値を示しており，音声の有無による差

はなかった｡]支持されなかった理由として, 喜び感情は笑

顔などの表情に明確に表出されやすく,感情認知が容易

であることが挙げられる｡よって音声が無い場合であって

もＮＶＣによって音声かおる場合と同程度の感情認知を行

うことが可能であったと考えられる｡一方, 怒り感情は喜び

感情に比べ, 他の感情と混同されやすい感情であったと

いうことが考えられる｡怒り感情は嫌悪や悲しみ, 恐怖など

の他のネガティブ感情と混同されやすく，音声が無いこと

でノンバーバル情報のみで感情の推察を行わなければな

らず, 怒り感情のみを抽出することが困難となったことが考

えられる｡その理由の裏付けとして, 怒り場面において音

声がない時, 嫌悪感情や悲しみ感情の認知得点が総じて

高いことや, 特に悲しみ感情においては音声かおる場合

より音声が無い場合の方が感情認知得点が有意に高いこ

とからも考えられる。

仮説2の検討

感情表出において感情を抑えた場合よりも感情を強く

表出した方がより感情を正確に認知することができるだろ

うという仮説に基づいて検討を行った結果, 怒り感情場面

における怒り感情認知評定および喜び感情場面における

喜び感情認知評定ともに 感情表出を抑えた条件よりも感

情を強く表出させた条件の方が, 有意に感情認知得点が

高く仮説が支持された｡よって, 感情認知において感情表

出の程度が強いほど他者の感情認知の正確さを高めるこ

とが確認された｡また, 音声の有無による感情認知評定と

同様に 喜び感情場面と比べて, 怒り感情場面の感情認

知得点は, 怒り以外の嫌悪感情や悲しみ感情の感情認

知得点も総じて高く,怒り感情が他の感情と混同されやす

いことも示唆されていた。

仮説3の検討

怒り感情場面においては, 感情を押さえて表出された

場合には音声かおる方が音声がない場合よりも怒り感情

を強く認知していたが,感情が強く表出された場合には音

声の有無によって感情の認知の強度は変わらなかった。

つまり,怒り感情については仮説3 が支持された｡よって，



江口･谷口:音声の有無と感情表出の強度が感情認知に与える影響

怒り感情を表出する際には音声かおる方が正確に感情が

伝わりやすいものの, 音声がなくても感情が充分に表出さ

れていれば,身振り手振りといったＮＶＣによって正確に感

情が伝わることが示されたといえる｡また, 怒り場面におけ

る他の感情の認知については,恐怖感情において,感情

が強く表出された場合には音声の有無によって恐怖感情

の認知得点に有意な差は認められなかったが, 感情表出

が弱い場合には音声が無い場合に音声かおる場合よりも

誤って恐怖感情を強く認知していた｡その理由として, 怒

り感情場面において感情表出が抑えられていたこと,そし

て音声が無いことで, ＶＣとＮＶＣの情報が少なく感情を正

確に推察することが困難であったため, 他のネガティブ感

情の1つである恐怖感情の感情認知得点が高くなったこと

が考えられる。

以上のように怒り場面においては仮説3を支持する結果

が得られたが, 喜び場面においては音声と感情表出の交

互作用は有意にならず, 仮説3 は支持されなかった｡ 喜び

場面においては音声の有無が喜び感情の認知に影響し

ておらず, 感情を強く表出している場合に 感情表出が弱

い場合よりお喜び感情を認知していた｡この結果は, 喜び

感情についてはＶＣである音声よりも音声以外の表情や

身振り手振りに表出されやいことを示している｡つまり,他

者の喜び感情を正確に認知するためにはＶＣよりもNVC

に注目する必要かおる。

課題と今後の展望

本研究では, 刺激映像の感情として怒り感情と喜び感

情を主として作成した｡しかし, 本研究の結果から音声と

感情表出の強度が感情認知に与える影響は怒り感情と喜

び感情で異なることが示唆された｡本研究で扱 わなかった

他の, 嫌悪･恐怖･驚き･悲しみ感情についても今後，同様

に検討することが望ましいといえる。

また, 本研究では刺激映像の被写体として選出しだの

に女性のみであり,感情表出の程度には男女差かおるこ

とが考えられるため, 今後刺激映像の被写体に男性も採

用することでより多角的な検討が可能となることが考えられ

る。

また, 本研究における感情表出の強弱の操作は, 実験

者の教示によってなされたものであり,純粋にその時感じ

た感情を表出した自然な感情表出ではなく意図的な感情

表出であった｡ 二塚･尾田(2006) の意図的表情と自然的

表情による表情認知の正確性に関する研究でも,意図的

表情の方が自然的表情よりも表情強度が強いこと,そして

評定者は呈示された刺激が意図的に演技した表情である

のか，自発的に表出された表情であるかを見分けることが

できるという結果を報告している｡ 意図的に演技された表

情と自然に表出された表情には構造的な違いがあると推

察されるため, より日常に即した感情認知を検討するため

に 意図的表情だけでなく，自然的表情を呈示刺激とした

検 討も 必 要 であることが考 えられる。
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The effect of voice and emotional ｅχpression on emotional recognition

Shusaku EGUCHI and Junichi TANIGUCHI

Abstract

The verbal communication ( ＶＣ)ａｎｄ nonverbal communication (NVC)  play an important role to convey ｏｎｅ's

feelings towards others. This study focused on effects of voice and the nonverbal eχpressions on emotional

recognition of anger and happiness. This study was conducted as a 2 (voice: having/ not voice) X  2 (emotional

expression: strong/ weak)  design for both feelings. Therefore, ａ total of ８ moving images were created as

experimental materials. Undergraduate students  (N=40,  16 men, 24 women)  participated in the ｅχperiment.

Each condition included 10 participants. Results showed that both verbal and nonverbal cues would be

important to convey one's feelings towards others accurately. Moreover,  even without ａ verbal cue, ａ strong

expression of nonverbal cues promoted ａs accurate recognition of anger as verbal one did.

Keywords:emotional recognition, voice, emotional ｅχpression
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